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スリランカ民主社会主義共和国
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2014年 9月 、安倍総理 訪ス
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2020年のGDP成長率は、記録上最低となる▲3.6%のマイナ
ス成長 (2019年 は2.3%のプラス成長 )。

_______________________________________________________________________________________...ノ

ヽ

●地菫皇的な重墨性
アジアと中東・アフリカの中間に位置するシーレーン上の戦略的

要衝。

*人口二2_103万人立D16ユ

」動塾重曼L∞塾虚
・北海道の約08倍

*二塁基」[」多」:i:[:豊 :L匡 1:菱l
・シンハラ人 :フ 5%タミル人:15%ムーア人:9%
・仏教 :フ0%ヒンドウー教:12%キリスト教 :8%
イスラム教110%
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*GDP立長盛望▲3.6%【_2o20笙:)
・2019年 (2.3%)、 2018年 (3.3%)、 2017年 (3.6%)
・2021年予測 :3.4%(世銀)、 6.0%(中 銀)
*一人当たりのGDP:3 .682米ドリレ(2020年 )
*名_目£DP80z_億」ヒドル (12Ω 20重El

*聾軽型饉上=基和幽L・元首 :ゴタバヤ・ラージヤパクサ大統領
・政府 :大臣26名
。国会 :一院制 (225議席 )

*産業・・・ 業 _豊業 (紆本 ゴヽ ム コ コ 十 ザ ソ 業 作 ヽ
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*在留邦人・・・フ91名 (2020年 )

*観土昼数
・2020年 (74%減 、51万 人 )、 20¬ 9年 (19%減 、191万 人 )、 2018年 (10%増 、233万 人 )
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*進出日系企業数 104社 (商工会登録会員フ8社 )(2020年 10月
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スリランカ政治・経済情勢
スリランカ内政 最近の政治動向

・2009年 5月
・2015年 1月
・2015年 8月

「タミル・イーラム解放の虎」(L丁丁E)との紛争終結

大統領選挙実施・シリセーナ野党統一候補が勝利

総選挙実施・統一国民党(∪ NP)がスリランカ自由党(SLFP)
と大連立形成

首相罷免の政変が発生するも、同年12月 に最高裁

違憲判決を受け、ウィクラマシンハ首相再任

大統領選挙実施・ラージヤパクサ野党候補が勝利

総選挙実施・与党スリランカ人民戦線(SLPP)が 145議席を獲得
して勝利

2018年 10月

2019年 11月
2020年 8月

ゴタバヤ・ラージヤパクサ大統領    マヒンダ・ラージヤパクサ首相

【大統領選挙】
●シリセーナ大統領の5年の大統領任期満了に伴う大統領選挙が2019年 11月 16日

に実施され、開票の結果、同年4月 に発生した連続爆破テ回事案後の安全保障の

立て直しを優先課題に挙げたゴタバヤロラージヤパクサ野党候補が52.25%の票を
獲得して勝利し、11月 18日 、新大統領に就任した。

【総選挙】
●2020年 8月 5日 、総選挙実施。SLPPが過半数 (113議席)を大きく上回る145議席
を獲得して勝利。SLPPのマヒンダロラージヤパクサ首相が再任、新内閣が組閣され
安定政権を実現。

大統領選挙結果 (選挙管理委員会発表)

有権者数:15,992,096人

投票率 :83.72%(大統領選挙としては過去最高 )
●ゴタバヤ・ラージヤパクサ・S:』里星1櫨

6,217,162易黒(52.25%)
●サジット・

総選挙結果 (選挙管理委員会発表)

有権者数:16,263,385人

投票率 :75.89%

総議席数:225議席
●スリランカ人民戦線(SLPP)145議席
●統一人民戦線(SJB)  54議 席
●その他         26議 席

スリランカ外交

●基本的に非同盟中立。ラージヤパクサ政権は、バランス外交の重要性を認識。特に、アジア諸国との関係強化を重視

(安全保障面ではインドとの関係強化を重視)。

スリランカ経済

●2009年の紛争終結直後は高い経済成長を実現。近年は政治的混乱、連続爆破テロ及び新型コロナウィルス

感染症等の影響により停滞傾向。2020年の公的債務残高 (約 16兆4271億ルピー)の対GDP比は109.7パーセント。
●地政学的重要性、インド市場へのアクセスも踏まえ更なる経済成長の潜在性。経済は現政権が掲げる優先課題の1つ。

20年のGDP成長率▲3.6%(19年 2.3%)、 2021年第1四半期は4.3%、 第2四半期は12.3%のプラス成長で回復傾向。
20年の外国人観光客数51万人(19年 191万人、世界遺産8つ )、 20年のインフレ率6.2%(19年 3.5%)。

ヽ

圏1日
「
■



日スリランカ関係 l

日スリランカ関係の流れ サンフランシスコ平和会議 (1951年 )で、「憎悪は憎悪によつて止むことなく、愛によつて止む」という仏陀の言葉を引用し、

賠償請求権を放棄し、日本を国際社会の一員として受け入れるよう訴えた故ジャヤワルダナ大統領 (当時財務相 )

●1952年サンフランシスコ平和条約発効を機に国交樹立。2022年国交樹立70周年。

●最近の要人往来 :2014年 9月 安倍総理、2015年 10月 ウィクラマシンハ首相、2016年 5月 シリセーナ大統領、2017年 4月

ウィクラマシンハ首相、2018年 1月 河野外務大臣、同年3月 、2019年 10月シリセーナ大統領、同年12月 茂木外務大臣

経済・経済協力 年 度 円借款 無償資金協力 技術協力

554.06 18.60 2424

●地域の連 性強化のための質の高いインフラ整備を中心とし 支援を実施
>1986年から2008年まで、日本は継続して二国間では最大の援助供与国。
>2011年 11月 我が国等の支援で建設されたスリランカ初の高速道路が開通。
>2020年 7月 、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、保健・医療関連機材

供与のための無償資金協力を実施。
>2021年3月 、UNICEF経由でワクチンの保管・輸送に使用するコールド・チェーン
機材を供与。

2018年 300.40 14.04 18.18

2019年 0 34.33 10.34

累計 11,267.00 2,20658 856.72

>2021年 7月 ～8月 、COVAXファシリティ経由で約146万 ロ 分のワクチンを供与。

主な相手国 日本の「ス」輸出入額

輸

出
米、英、印、独、伊 約395億円 自動車.一般

機械.電気機器等

輸

入
中、印、UAE、 シンガ
ポール、マレーシア

約262億円 衣類.紅茶 ,

動植物性原材料等

●日本・スリランカ間の」賢: 額は約657億円(202壺⊇
>日本は重要貿易相手国。輸入は第6位、輸出が第12位 (2020年 )。 スリランカ進出日系企業数は2020年 10月 時点で

海洋分野での協力

●2011年 4月 の16年ぶりの海上自衛隊艦船 (ソマリア沖海賊対処)の寄港以来、2022年 1月 末までに計66 ロ 寄港。

●スリランカ沿岸警備庁への継続的な専門家の派遣、研修の実施。また、2018年8月 に巡視艇2隻を無償供与。

テロ・治安対策・平和構築への関与

3

聡

2017年

104社。(商工会会員78社・機関:2020年 10月 時点。)

●多くの国際機関選挙・決議等で我が国を支持 (我が国の安保理常任理事国入りも支持)。

●2019年 9月 、同年4月 の連続爆破テロを受け、テロ・治安対策機材供与のための無償資金協力を実施。

●明石康元国連事務次長をスリランカの平和構築並びに復旧及び復興に関する日本政府代表に任命(2002年～

2020年 )し、スリランカ和平に積極的に関与してきた。また、2009年5月 の紛争終結後も野口元郎国際司法協力

担当大使を現地派遣する等、スリランカの平和構築を後押ししてきた。
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022年日・スリランカ外交関係樹立70周年 (1月実施イベント):

1・塁墜 ヨ饉製 廼旦■1藁議 量鳳 … ――… …繭―
ロー囲
― 邊

>本年1月 1日 、スリランカの主要紙に林外務大臣とピーリス・スリランカ外務大臣品 |

がそろつて特集記事を寄稿。記念すべき70周年の幕開けを両国が共に祝つた。1■

2,70周年記念共同記者会見 (於 :コロンボ )

>1月 19日 、70周年記念事業に関し、スリランカ外務省及び在スリランカ大使
館を含む関係者が、共同記者会見を実施。

>記 者会見にはピーリス外相、コロンバゲ外務次官、水越駐ス大使らが出席。

3.日本・南西アジア交流年キックオフイベント「書き初め会」(於 :東京 )

>1月 27日 、本田外務大臣政務官が南西アジア各国在京大使等を招いて、日
本・南西アジア交流年記念イベント「書き初め会」を開催。

>グナセーカラ駐日スリランカ大使は、漢字で「信用」と書き、相互の信頼関係
を基に日ロスリランカ関係を更に発展させていきたい旨述べた。

4.海上自衛隊艦船によるトリンコマリー寄港 (於 :トリンコマリー )

>1月 16日 ～18日 、海上自衛隊の掃海母艦「うらが」、掃海艦「ひらど」が
トリンコマリーに寄港、親善交流などを実施した。
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◆ サンフランシスコ平和会議で故ジャヤワルダナ大統領 (当時財務相)が日本

の国際社会復帰を後押しする演説を行った翌1952年 4月 28日 、日本はス
リランカと外交関係を樹立。2022年は日ロスリランカ外交関係樹立70周年。
◆ 日本は、南西アジア各国との交流を更に深めるため、2022年を「日本・南
西アジア交流年」としている。
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●2021年 5月 11日 、ゴタバヤ・ラージヤパクサ大統領より菅総理 (当時)宛に、ワクチン供与要請の書

簡接到。
●7月 13日 、日本からスリランカに対してアストラゼネカ社ワクチンを供与することを、茂木大臣 (当

時)が記者会見で発表 (同月15日 、グナワルダナ外相 (当時)より茂木大臣宛に、ワクチン供与に

深謝する書簡が接到)。
●7月 ～8月 、CO∨AXファシリティ経由で約146万 分のワクチンを供与。ロ

●7月 31日、グナワルダナ外相、ワンニアーラッチ保健相、ジヤヤスマナ医薬品生産・供給・規制担

当国務大臣、ウィーラトゥンガ大統領上級顧間等、多くの政府要人が空港での引渡式に参加。

●8月 2日 、ラージヤパクサ大統領臨席のもと、大統領府にて引渡式典が開催された。

●現地主要メディアは、日本のワクチン供与をトップ記事で掲載。

●在スリランカ大使館のフェイスブック投稿に対し、スリランカ国民から数多くの謝意が寄せられた。

●大統領始めスリランカ政府高官のフェイスブックやツイッターでも多くの謝意が掲載された。

壺墜二の■捜菫i(杉山大使 (当時)・ 外相・保健相等)

(杉山大使 (当時)・ 大統領 )

ラージャパクサ大統領フェイスプック

3メディア、世論の反応 1日●
●
'中
IL"

.」い°
■

2スリランカ政府の反応

1概要
日本によるスリランカヘのワクチン提供に対する反応

令和4年 2月

外務省

Astrazeneca arrives in Sri Lanka, vaccines to
be rolled out from tomorrow

E=目:ロコ l    ●AA

Ths mo.! .w.itod a.tlrz6n6cr covlD vacclno
do3.3 anlv€! ln Sd lrrk

スリランカヘの素晴らしい支援、
ありがとう。

これは我々の国民にとって素晴

らしい一助。日本に心からの感
tヽ

VVords can`t express the gratitude.
卜′lany thanks to the people of Japan
fOr standing by in the difricult tirnes.

Thank you. Gr6at assistance to Sri

M.h.!h Ohsmafrrde.
It's a great h6lp for pcopl6 in our
counlry. We would like to givo our
hla.tf€lt thanks to Japan.

rhanks a lot ro the people of Japan.
W€ Sri Lankans know that Japan
corn€s to our help when we needed
the most.. thanks again-
Both nations enjoyed an excellenl
r€lationshlp in the past, and l'm
rcally hopsful for a brighter tuture

日本国民に感謝。ス リランカ国

民は、助けが最も必要な時に日

本が助けに来てくれると知って

いる。これまで、両国は素晴ら

しい関係を築いており、両国の

明るい未来のために貢献したい。
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言葉では感謝を表せない。困難
な時期に日本の人々が寄り添っ

てくれたことに大変感謝。
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ウィシュラマール・サンジ―ヴ・グナセーカラ
(H.E.Vishramal SANJIV Gunasekara)

※姓はグナセーカラであるが、呼びかけの際はサンジーヴを用いる

駐ロスリランカ大使

1 生年月日 : 可965年 5月 18日

2 学  歴 :1988年 ベロイ ト・カレッジ (米国)経営学及び国際関係学学士号
1994年  カリフォルニア州立大学 ドミンゲス・ヒルズ校 (米国)経営学修士号
1995年  「マッケンナ・アンド・クネオ」国際法律事務所 (米国)

労働雇用法専門ディプロマ

3経  歴 :

1988年    エリス・ベイント・カンパニー社 (産業用塗装業)会計士
1989年    サーフイス・プロテクション・インダス トリー社 (塗装業)上級会計士
1993年    メトリック・プロダクツ社 (衣料・装飾品製造業)財務担当兼最高執行責任者
1995年    リインフォーシング・ポス トテンショニング・サービス

&リージヨナル・スティール社 (特殊鋼業製造施行業)財務担当

1997年    クレデンシャルズ・サービス・インターナショナル社 (信用取引業)財務担当兼顧間
1997年    ペーボ・ベイント・カンパニー社 (特殊塗料製造業)代表、

最高経営責任者兼最高財務責任者

1998年    サンランド・グループ社 (不動産開発・建設・売却業、私立学校運営)
創設者兼業務執行役員

2021年 3月 ～現在  馬主日大使

4 家族構成 : 既婚、二子 (単身赴任 )

5 使用言語 | シンハラ語 (母国語)、 英語 (流暢 )

6趣  味
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旅行、音楽



名

別

日月年

氏

性

生

略 歴

水 越 英 明

男

昭和 37年 7月 6日 生
東京大学法学部第二類卒業 (昭和 60年 3月 )
昭和 59年外務公務員採用上級試験
東京都

4外 務省入省
8総合外交政策局科学原子力課企画官
10総 合外交政策局総務課企画官
4総 合外交政策局安全保障政策課国際テロ対策協力室長
10総 合外交政策局国連政策課国際平和協力室長
8ア ジア大洋州局南東アジア第一課長
8ア ジア大洋州局南部アジア部南東アジア第一課長
2国 際情報統括官付国際情報官 (第一国際情報官室担当)
9在大韓民国日本国大使館 参事官
1在大韓民国日本国大使館 公使
9在 アメリカ合衆国日本国大使館 公使
8大 臣官房参事官兼国際協力局 (地球規模課題担当)、 アジア大洋

州局南部アジア部

2東京都外務長
3内閣官房国際テロ情報集約室次長
兼外務省大臣官房審議官兼総合外交政策局

1国際情報統括官
9大臣官房
10特 命全権大使 スリランカ国駐筍

最終学歴

採用試験

出 身 地

昭和 60.
平成 13.

1 5.

16.
18。

19.
20。

22.
23.
26.

28
29

令 和  2.

3.



スリランカロ日本友好議員連盟名簿

(2021年4月 21日 現在 )
パトロン

マヒンダ・ヤーパ・アベイワルダナ (国会議長 )

マヒンダ・ラージヤパクサ (首相 )

サジット・プレマダーサ (野党リーダー)

水越駐スリランカ日本国大使

会長

ラメーシュ・パティラナ (プランテーション大臣)

副会長

セルヴアラージヤ・カジェンドラン

J.C.アラワトウワラ

プレムナート・ドラワッタ

事務局長

アヌラ・プリヤダルシヤナロヤーパ

共同事務局長補

シヴァニャーナムロスリダラン

スダルシヤナ・デニピティヤ

だヽニユ
3,日 l

アジット・ラージャパクサ

会員

ヴィジタ・ベルゴダ

A.L.M.アタウッラー

ニローシャン・ペレーラ

ギータ・サマンマレ・クマラシンハ

セルヴァン・アダイッカラナーダン

チャマラ・サンマット・ダサナヤケ

ハルシヤナロラジヤカルナ

アマラキールティ・アトウコララ

イスル・ドダンゴダ

M.ウダヤクマール
ダルマリンガム・シッタールタン

フアイザル・カシム

M.ラーメーシュワラム

クマラシリ・ラトナヤケ

ゴヴィンダンロカルナカラン

ローハナ・ディサナヤケ

S.M.M.ムスザーラフ
イムランロマハルーフ

ディアナロガマゲ

マンジュラロデイサナヤケ

シャーンタ・バンダーラ

グナティラカ・ラージヤパクサ

W.H.M.ダルマセーナ
キンス・ネルソン

ヤダミニログナワルデナ

ヴィジタロヘーラット

マルジヤンロフアリール

D.ウィーラシンハ

サンパットウ・アトウコララ

ティラク・ラージャパクサ

ムディタロプリシャンティ

ラジカ・ウィクラマシンハ

ナシール・アハメド

シャナキヤン・ラサマニッカム

アサンカ・ナワラトナ

アリ・サブリロラヒーム



ラメーシュ・パティラナ・スリランカ日本友好議連会長

(ス リランカ民主社会主義共和国 プランテーション大臣) 略歴
IIon. 】Dr. Ramesh IPathirana

卜Iinister of iPlantations of the lDen10cratic Socialist Republic of Sri lLanka

1.氏 々 .

・口 ・

2.生年月日 :  1969年 5月 12日 (53歳 )

●  ・琴 t   l口 電
0・  ・ テ    l上 リッチモンド・カレッジ (ゴール) 卒

ペラデニヤ大学 (キャンディ) 卒 (医学学士)

4.経  歴 医師

第 14回国会議員総選挙当選 (ゴール選挙区)

第 15回国会議員総選挙当選
プランテーション・輸出農業大臣

第 16回国会議員総選挙当選
プランテーション大臣

2010年
2015年
2019年
2020年

5。 所属政党 :  スリランカ人民戦線 (SLPP)

6.使用言語 :  シンハラ語 (母語 )、 英語

7.訪 日 歴 :  2012年 に訪 日。

8.横  顔 :

●政治家になる前は医師として我が国の無償資金協力により建設された病院 (ス リジャヤワ

ルダナプラ病院)にて勤務した経験あり。

●2019年 、当選 2回 目ながらも新政権 16名の閣僚の一人に抜擢 (2020年総選挙後
に再任)。 内閣広報官も務める。

●仏教徒。父はリチャード・パティラナ元教育・高等教育大臣。

ラメーシュ・ノ重
=生
2土

(Hon. Dr. Ramesh Palh_1型11)
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